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医療機器に関わる政策議論をするときの難しさの一つに、医療機器そのものに関するステークホルダー

間の理解不足がある。筆者らが政策議論に携わった際、これらのことを絶えず痛感し、問題解決できるよ

う努力してきた。この過程で学んだことのうち、今後の医療機器業界にとって有用ではないかと考えられ

た点を、三部作のリサーチペーパーとしてとりまとめている。第一弾は、三部作の「総論・序論」にあた

るものとして取り纏めた。本稿では主に4点から述べた。 

 

①医療を大きく変えた代表的な医療機器・技術 

医療機器の進化は、診断、治療、そして患者の生活の質向上に革命をもたらした。これらの技術は、従来

の方法では不可能だった治療を可能にし、手術の低侵襲化を実現し、医療従事者の技術を標準化し、普及

させることで、医療の質を大きく向上させた。 

②画期的な医療機器はいかに開発され、臨床現場に導入されたか 

革新的なアイデアと臨床家とエンジニアの協働によって開発が推進され、非臨床試験、First In Human

（FIH）試験等を経て、安全性と効果を確認し、治験へと進む。その他、パテントの申請、承認、保険償還

などがある。開発プロジェクトは、リスク管理、マイルストーン設定、進捗管理を重視し、新技術が臨床

現場で実際に利用され、広く受け入れられるための道筋をつける。 

③医療機器は医療現場をどのように変えたか 

革新的な医療機器は、医療の標準化と効率化を医療現場にもたらした。これらにより、診断/治療の精度

向上、低侵襲手術の普及などが実現し、在院日数の短縮、医療従事者の負担軽減、院内業務の効率化に貢

献した。医療費の削減や医療提供の改善が可能になったが、効率性は対象患者によって異なるため、その

評価は慎重に行われるべきであることに留意が必要である。 

④デジタルヘルス技術の本質 

デジタルヘルス技術、特にAIの進化は今後の医療を根本から変革する力を持つ。デジタルヘルス技術

は、医療者の判断を支援し、診断から治療選択までを高度化させる。さらに、医療画像解析におけるAI

の活用は、診断の精度を向上させ、医療の質を高める。将来的には、生成AIが、診断支援から外科手術

の計画・実施に至るまで、医療プロセス全般にわたって貢献することが期待されている。時空間を超えた

情報の共有が可能になるデジタルヘルス技術の本質は、医療における限界を拡張し、個々の患者に最適な

治療法を提供することにある。 

 

医療機器産業研究所
Medical Device Strategy InstituteMDSI



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
本リサーチペーパーは、研究上の討論のために配布するものである。本リサーチペーパーを研究上の討論に引用、利用することは妨げないが、

引用、利用または参照等したことによって生じたいかなる損害にも著者、公益財団法人医療機器センター及び医療機器産業研究所のいずれも責任

を負いません。 

本リサーチペーパーに記された意見や考えは著者の個人的なものであり、公益財団法人医療機器センター及び医療機器産業研究所の公式な見

解ではありません。 

本紙はサマリー版です。完全版は研究協力制度にお申込み頂いた方のみに配布しております。 

 

【内容照会先】 

公益財団法人医療機器センター附属医療機器産業研究所 

E-mail：mdsi@jaame.or.jp  電話：03-3813-8553 




